定年退職のご挨拶：さようなら九州大学

　私は平成24年3月末日で九州大学を定年退職しますので、ご挨拶申し上げます。

　私が高校３年生の時の受験雑誌で、九州大学教育学部にわが国最初の「カウンセリング」という名称の専攻が置かれるということを知り、それがとても魅力的に感じられ、教育学部を志望することになりました。昭和41年に入学し昭和45年に教育学部を卒業しましたが、その間、学生運動が盛んな時代で，人生・社会について深く真剣に考えました。そのような中で、米国の臨床心理学者カール・ロジャースのカウンセリングの考え方（人間の成長力への信頼、安全感・信頼感がある人間関係の重要性等）に触れ、いたく感動しました。
　大学院に進学してからも、彼が提唱した来談者中心療法、エンカウンター・グループの実践と研究に取り組みました。博士課程2年生の昭和48年の夏休みには、カリフォルニアでの彼のワークショップに参加し、直接に彼と出会い、改めて惚れ直しました。ちなみに、昭和58年には私達の招きに応じて81歳で来日され、合宿をしましたが、言行一致の人という印象を強く持ちました。
　九州大学を出てからは、久留米信愛女学院短期大学、福岡大学に勤務しましたが、その間も精神科病院とメンタルクリニック、大学の学生相談室、高校の教育相談室での来談者中心療法、及び看護学生、教員などの健康な人達および統合失調症の人達へのエンカウンター・グループの実践と研究を続けました。　
　そして平成8年から母校である九州大学教育学部の教員として勤務することになりました。私が担当した研究室は「カウンセリング第一」ということで、私にとっては最も嬉しいポジションでした。九州大学では、優秀な学生と教員に恵まれ、私の実践と研究は大きく広がりました。私の研究室は，留学生がとても多かったこともあり、母語（韓国語、中国語）による保育園児・小学生の保護者、日本語学校に通う留学生のためのエンカウンター・グループ的アプローチを行なうようになりました。
　私は、通算29年間（昭和41年〜昭和54年／平成8年〜平成24年）を、学生・教員として九州大学にお世話になったことになります。私にとりまして、九州大学はとても素晴らしい大学でした。臨床心理学分野ではわが国No.１であると自負しています。九州大学は100周年を越えて前進しつつありますが、さらなる飛躍と発展を願っています。さようなら九州大学。
